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村政執行方針を述べる藤田村長

今年度の一般会計総額は20億2，600万円で、前年度当初予算に比
べて1億4，600万円（△6．7％）の減額になっています。

歳入予算の大部分を占める地方交付税のうち、普通交付税は前年
度実績から特定要因を調整し試算した額10億7，900万円、特別交付

税は前年度同額の1億7，550万円で計上しています。

村税については、基幹産業の不振や景気の低迷などにより厳しい

状況のため、昨年とほぼ同額の1億1，175万9千円で計上しました。

歳出予算の経常的経費については、人件費の削減をはじめ補助金

等の整理合理化、内部管理経費の削減に努め、前年度当初比較で
5，235万9千円（△2．8％）の減で編成しました。臨時的経費は継続

事業を優先して編成しました。主な事業として、バス交通確保対策
事業、種苗生産施設管理事業、ふるさと林道千走線緊急整備事業地

元負担、生きがい活動支援適所事業などを実施いたします。

国民健康保険事業は、過去数年における医療費の状況を考慮し、
4．9％減の2億7，300万円で計上しました。老人保健事業も過去数年

の医療費の状況を勘案し、1．3％減の3億650万円。簡易水道事業

は、本日・豊浜・歌島地区の水質改善策として、急速ろ過方式によ
る事業実施のため782．0％増の4億7，630万円で計上し、介護保険事

業については、今後の介護サービスの利用に伴う支出見込みを勘案
し1．0％減の2億3，810万円で計上しています。

各会計別予算

会　　計　　名 ��予　算　額 �増　減　額 �伸率（％） 

一般会計 ��20億2，600万円 �△1億4，600万円 �△　6．7 

特 別 会 計 �国民健康保険会計 �2億7，300万円 �△　1，400万円 �△　4．9 
老人保健会計 �3億　650万円 �△　　　400万円 �△　1．3 

簡易水道会計 �4億7，630万円 �4億2，230万円 �782．0 

介護保険会計 �2億3，810万円 �△　　　235万円 �△　1．0 

計 ��33億1，990万円 �2億5，595万円 �8．4 
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歳入科　目 ��予　算　額 �構成比（％） �増　減　額 �伸率（％） 

自 主 財 源 �村　　　　　　　　　税 �1億1，175万9千円 �5．5 �35万7千円 �0．3 

分担金及び負担金 �570万4千円 �0．3 �△　　　　7万円 �△　1．2 

使用料及び手数料 �1，657万2千円 �0．8 �54万1千円 �3．4 

財　　産　　収　　入 �968万5千円 �0．5 �△　　20万3千円 �△　2．1 

寄　　　　附　　　　金 �2千円 �0．0 �0円 �0．0 

繰　　　　入　　　　金 �1億1，735万4千円 �5．8 �△2，650万7千円 �△18．4 

繰　　　　越　　　　金 �1千円 �0．0 �0円 �0．0 

諸　　　　収　　　　入 �2億472万9千円 �10．1 �△3，451万3千円 �△14．4 

依 牢 財 源 �地　方　譲　与　税 �3，900万円 �1．9 �720万円 �22．6 

利　子　割　交　付　金 �100万円 �0．1 �∠10万円 �66．7 

配　当　割　交　付　金 �8万円 �0．0 �△　　　　2万円 �△　20．0 

株式等譲渡所得割交付金 �6万円 �0．0 �0円 �0．0 

地方消費税交付金 �1，850万円 �0．9 �50万円 �2．8 

自動車取得税交付金 �800万円 �0．4 �0円 �0．0 

地方特例交付金 �170万円 �0．1 �△　　　150万円 �△　46．9 

地　方　交　付　税 �12億5，450万円 �61．9 �△　　1，800万円 �△　1．4 

交通安全対策特別交付金 �1千円 �0．0 �0円 �0．0 

国　庫　支　出　金 �4，264万2千円 �2．1 �△　518万1千円 �△10．8 

道　　支　　出　　金 �6，071万1千円 �3．0 �△　990万4千円 �△14．0 

村　　　　　　　　債 �1億3，400万円 �6．6 �△　　5，910万円 �△　30．6 

合　　　　　　　　計 ��20億2，600万円 �100．0 �△1億4，600万円 �△　6．7 

歳出科　目 �予　算　額 �構成比（％） �増　減　額 �伸率（％） 

議　　　会　　　費 �3，175万9千円 �1．6 �△154万6千円 �△　4．6 

総　　　務　　　費 �6億2，689万3千円 �31．0 �△4，083万8千円 �△　6．1 

民　　　生　　　費 �3億1，823万3千円 �15．7 �355万8千円 �1．1． 

衛　　　生　　　費 �2億121万9千円 �9．9 �926万6千円 �4．8 

農林水産業費 �9，196万6千円 �孔5 �△9，677万1千円 �△　51，3 

商　　　工　　　費 �6，680万8千円 �3．3 �△　228万8千円 �△　3．3 

土　　　木　　　費 �4，487万6千円 �2．2 �225万9千円 �5．3 

消　　　防　　　費 �．1億2，435万7千円 �6．1 �∠149万7千円 �3．8 

教　　育　　　費 �7，150万5千円 �3．5 �229万3千円 �3．3 

災　害　復　旧　費 �ユ千円 �0．0 �0円 �0．0 

公　　債　　　費 �4億∠1，738万3千円 �22．1 �△　2，643万円 �△　5．6 

予　　　備　　　費 �．100万円 �0．1 �0円 �0．0 

合　　　　　　　計 �20億2，600万円 �＿100．0 �△．1億4，600万円 �△　6．7 

歳出科　目 �予　算　額 �構成比（％） �増　減　額 �伸率（％） 

投　資　的　経　費 �3，248万5千円 �1．6 �△7，008万4千円 �△　68．3 

人　　件　　費 �5億6，905万円 �28．1 �△　818万5千円 �△　1．4 

公　　　債　　　費 �4億4，748万6千円 �22．1 �△2，632万7千円 �△　5．6 

物　　　件　　　費 �2億9，968万4千円 �14．8 �△1，022万3千円 �△　3．3 

補　助　費　等 �3億568万6千円 �15．1 �△　18万7千円 �△　0．1 

貸　　　付　　　金 �7，44．1万7千円 �3．7 �△2，516万3千円 �△　25．3 

扶　　助　　費 �9，918万5千円 �4．9 �△　　793万円 �△　7．4 

繰　　　出　　　金 �1億4，812万8千円 �7．3 �687万4千円 �4．9 

維　持　補　修　費 �4，600万4千円 �2．3 �△　643万7千円 �△．1．2．3 

積　　　立　　　金 �287万5千円 �0．1 �166万2千円 �137．0 

予　　　備　　　費 �100万円 �0．0 �0円 �0．0 

合　　　　　　計 �20億2，600万円 �100．0 �△1億4，600万円 �△　6．7 
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20億2，600万円

1圏医】
自主財源　4億6，580万6千円

1圏匝】



喜田享臼

●農林業経営再建整備貸付金　　1，841万7千円

（畜産農家負債対策）

●農協運転資金貸付金 1，000万円

（肥料・農薬等購入資金）
●ふるさと林道緊急整備事業（千走線）

負担金　　　　　　　　　1，519万2千円

（舗装2，066m　村負担30％）

●種苗生産施設管理事業
（施設管理経費助成）

●ウニ天然種苗深浅移殖事業

780万2千円

251万5千円

（キタムラサキウニ　40万粒）

●海藻類増殖試験事業　　　　　　　　47万7千円

（昆布礁、岩のり礁、フノリ礁　各4基）

●トド被害防止対策事業

（トド駆除のためのハンター賃金等）
●さけ・ます増殖事業振興会負担金

▲サクラマス稚魚の体重測定

●バス交通確保対策事業

（地域生活バス路線確保補助金）

●防災基盤整備事業
（役場及び公共施設3ヶ所に非常用
発電機、照明器具整備）

●緊急通報システム設置事業

1，729万2千円

150万円

99万4千円

E］

●ソーイング島牧運転資金貸付金　　3，800万円

（運転資金）

●商工会運営助成　　　　　　　　　996万7千円

（経営改善普及・観光振興、商業振興対策）
●中小企業融資預託
（中小企業への貸付）

300万円

▲縫製工場内での作業のようす

●社会福祉協議会運営費助成　　　　896万7千円

（運営費の助成）

●生きがい活動支援通所事業　　　　700万9千円

（生きがい創造センターを利用し、日常生活訓練

や趣味活動を通じての介護予防）

●生活管理指導員派遣事業　　　　　　　402万円

（介護保険給付対象外の要援護高齢者宅へのホー
ムヘルパー派遣）

●配食サービス事業　　　　　　　191万4千円

（調理が困難な老人宅への配食）

●高齢者除雪サービス事業　　　　　　159万円

（独居老人・老人夫婦世帯への除雪）

●人材育成事業　　　　　　　　　　　　300万円

（小学生国内視察研修事業ほか）

●教員住宅屋根茸替工事　　　　　　184万8千円

●山海味覚まつりイベント助成
（イベント運営助成）

●島牧村観光協会助成

（運営助成）

▲大勢の人で賑わう山海味覚まつり



卒業・卒園
豪速やとう

新宝縄
▲「先生、ありがとう」卒園児から

歌のプレゼント（保育所）

▲努力や苦労を惜しまずに頑張ってください
（小学校）

入学■入所
遣込ゼとう

4月1日保育所（12人）、6日小学校（9

人）、7日中学校（20人）で入学・入所式が

行われました。

▲夢と希望に向かって走りつづけてください
（中学校）

3月15日中学校（18人）、20日小学校（20

人）、25日保育所（8人）で卒業・卒園式が

行われました。

▲常に夢や理想を持ち続けてください

▲お友達たくさんつくろうね（保育所）

（中学校）

▲明るい笑顔で元気よく学校に来てください
（小学校）



介護保険制度は、40歳以上の方が加入者となり、介護が必

要になったときに介護認定を受け、原則として、介護サービ

スにかかる費用の1割を負担することで利用できるもので

す。

介護サービスにかかった費用の残り9割は、40歳以上の方

が納める保険料で半分、公費（税金）により国、道、村で半分

を負担しています。

40歳以上の方が納める保険料の負担割合は、公平に費用を

負担し、介護保険制度全体を支えるよう、第1号被保険者と

第2号被保険者の全国ベースでの総人数の比率に基づき定め

られています。

今回、第1号被保険者の負担割合が18％から19％に変わり

ました。これは、年々65歳以上の方が増えていることを示し

ています。

居宅給付費のうち、自己負担分1割を除
いた、残り9割の負担割合

介護保険料は、介護認定を受けた方が利用する介護サービスなどの量を推計し、3年ごとに見直しをしています。

今回の見直しでは、平成18年～20年度までの第1号被保険者の基準額を月額4，100円としました。

また、制度改正により、所得の低い方の負担が重くならないように、保険料負担区分（旧第2段階）を細分化

しました。

表1　介護保険料の所得等による区分

新負担区分 （所得段階） �対象となる方 ��平成18～20年度の保険料 

保険料の計算 �年間保険料 

新第1段階 �生活保護の受給者、老齢福祉年金の受給者で、村民 税が世帯全員非課税の万 ��基準額×0．50 ×12ケ月 �24，600円 

新第2段階 �世帯全員が 非課税で �前年の合計所得金額と課税年金収入 の合計額が80万円以下の万 

新第3段階 ��前年の合計所得金額と課税年金収入 �基準額×0．75 �36，900円 
の合計額が80万円を超える方 �×12　ケ月 

新第4段階 �世帯の誰かに村民税が課税されているが、本人は村 ��基準額×1．00 �49，200円 
民税か非課税の万 ��×12ケ月 

新第5段階 �本人に村民税か課税されていて、前年の合計所得金 ��基準額×1．25 �61，500円 
額が200万円未満の方 ��×12ケ月 

新第6段階 �本人に村民税か課税されていて、前年の合計所得金 ��基準額×1．50 �73．800円 
額が200万円以上の万 ��×12　ケ月 

※　課税年金収入とは一般の老齢退職年金を対象にし、遺族年金・障害年金の非課税年金は除かれます。



■介護保険料の推移（年額）

所得段階 �第1期 �第2期 �箋3期 �第2期との比較 
（平成12～14年度） �（平成15～17年度） �（平成18～20年度） 

1 �17，500円 �19，100円 �24，600円 �5，500円 

2 �26，300円 �28，700円 �24，600円 �△　4，100円 

36，900円 �8，200円 

3 �35，100円 �38，300円 �49，200円 �10，900円 

4 �43，900円 �47，900円 �61，500円 �13，600円 

5 �52，700円 �57，500円 �73，800円 �16，300円 

※　保険料負担区分の細分化（第2段階を2つに分ける）により、第3期（平成18～20年度）介護保険料
は、第1段階～第6段階となります。

ト税制改正に伴う経過措置
平成16・17年度の税制改正で、高齢者の非課税限度額が廃止（※）された影響を受け、負担区分の段階が変わ

る方がいます。そのため平成18・19年度の2年間、保険料の激変緩和措置を行います。

表2　激変緩和措置に伴う保険料額（基準額は4，100円）

税制改正がない

場合の段階

第1・2段階
24，600円

基準額×0．50
×12ケ月、

第3段階
36，900円

基準額×0．75
×12ケ月

第4段階
49，200円

基準額×1．00
×12ケ月

税萬 �改正の影響を �平成18年度 

受 �ナた後の段階 �約2／3を弓トき下げ 

第4段階 �32，400円 
基準額×0．66×12ケ月 

第5段階 �36，900円 
基準額×0．75×12ケ月 

第4段階 �40，800円 
基準額×0．83×12ケ月 

第5段階 �44，700円 
基準額×0，91×12ケ月 

第5段階 �53，100円 
基準額×1．08×12ケ月 

平成19年度

約1／3を引き下げ

40，800円

基準額×0．83×12ケ月

49，200円

基準額×1．00×12ケ月

44，700円

基準額×0．91×12ケ月

53，100円

基準額×1．08×12ケ月

57，000円

基準額×1．16×12ケ月

平成20年度

本来の保険料額

49，200円

基準額×1．00×12ケ月

6㌦　500円

基準額×1．25×12ケ月

61，500円

基準額×1．25×12ケ月

（※）これまで65歳以上の人のうち前年の合計所得金額が125万円以下の人については村民税が非課税でした

が、平成18年度からこれらの非課税措置がなくなります。

そのため、前年の合計所得金額が28万円（1人につき）から125万円までの方も村民税が課税されます。

ト保険料の仮徴収
・65歳以上の方で特別徴収（年金から天引き）されている方の介護保険料は、平成18年2月に年金から天引きさ

れた額と同額を「仮徴収」として、4・6・8月の年金支給日に天引きします。

10月以降の介護保険料は、前年の本人所得と世帯の村民税の課税状況などにより、表1または表2を使って算

出した年間保険料から「仮徴収」で納めた額を差し引いた残りの額を「本徴収」として10・12・2月に支給さ

れる年金から天引きします。

なお、平成18年度の村民税の税額決定後となる6月中旬に、年間保険料額を通知します。
・普通徴収（年金から天引きされず納付書払い）の方は、平成18年度分の納付書を6月中旬に送付しますので、

6月から12月までの7期に分けて納めることになります。



中　中　中中　中小
3　3　2　114

スポーツ奨励賞（個人の部）スポーツ奨励賞（団体の部）

平
成
1
7
年
度
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式
が
3

月
9
日
、
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
選
手
1
9
人
と
5
団
体
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
・
学
年
は
旧
年
）

◇
ス
ポ
ー
ツ
賞

（
全
道
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者
）

石
川
　
登
哉
　
（
小
4
）

中
山
　
喬
由
　
（
小
4
）

西
澤
　
美
冴
　
（
小
6
）

◇
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
管
内
な
ど
の
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者
）

（
個
人
の
部
）

【
柔
道
・
相
撲
】田
中
　
誠
也
　
（
小
4
）

【柔道】

佐
々
木
真
結

佐
藤
　
貴
洋

脅
藤
　
陽
介

河
崎
　
信
卓

田
中
　
瑞
己

田

宮

　

　

桜

松
永
　
愛
也
　
（
小
1
）

松
永
　
直
也
　
（
小
6
）

田
中
　
雪
枝
　
（
中
3
）

【相撲】
【卓球】

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】
菊
地
和
田
小
山
渡
辺
大
森
石
川

佑
太
　
（
小
2
）

飛
来
　
（
小
3
）

和
也
　
（
小
5
）

涼
　
（
小
6
）

結
花
　
（
小
6
）

瑞
希
　
（
小
6
）

（
団
体
の
部
）

島
牧
フ
ィ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団

（
浜
野
奈
波
・
成
田
千
歳
・

金
子
聡
美
・
津
島
有
花
・

渡
辺
悠
香
・
山
田
沙
姫
・

柏
谷
　
董
・
佐
々
木
真
結
・

新
井
田
楓
・
花
田
ひ
か
り
・

小
原
菜
緒
・
藤
田
ゆ
き
の
・

松
永
直
也
・
木
元
洋
介
）

島
牧
中
学
校
柔
道
部
（
男
子
）

（
伊
藤
浩
二
・
斉
藤
陽
介
・

佐
々
木
玄
太
・
河
崎
信
卓
・

佐
藤
貴
洋
・
二
階
健
斗
）

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
競
技
一
般
男
子
チ
ー
ム

（
中
田
仁
史
・
中
田
縁
朗
・

芳
村
晋
吾
）

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
競
技
一
般
女
子
チ
ー
ム

（
中
田
真
理
子
・
中
田
ユ
リ
子
・

芳
村
直
子
・
杉
村
扶
由
子
・

神
原
美
保
・
本
庄
敬
子
）

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
卓
球
競
技

壮
年
混
成
チ
ー
ム

（
囲
山
　
等
・
伊
藤
慎
一
・

北
島
一
・
野
崎
美
智
子
・

蟻
波
ヒ
ロ
エ
）



優　勝 �準優勝 

幼児の部 �藤井廉太郎（島牧） �阿部　寛太（島牧） 

小学男子1・2年生の部 �細口　裕矢（蘭越） �桶矢　寛登（蘭越） 

小学女子低学年 �杉村和加菜（蘭越） �相馬　千穂（蘭越） 

小学女子高学年 �金子　法恵（寿都） �南　　唯未（寿都） 

小学男子3・4年生の部 �長船　凌弥（蘭越） �田縁　一将（蘭越） 

小学男子5・6年生の部 �出居　涼太（蘭越） �守田　航大（蘭越） 

中学生男子の部 �河崎　信卓（島牧） �藤田　大人（島牧） 

中学生女子の部 �田宮　　桜（島牧） �佐藤　聖奈（寿都） 

団体戦 �蘭越柔道スポーツ 少年団A �島牧柔道会 

・廟櫻・華至三∴≠6慧ケっ欝予rr、 ごン二や′雪■‾ �����げ等㌃㌃‾ふ∵心血小‾簑■ウ‘ もー〆 

もー＿一〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・′。‾イ叫ノ 

象金額果儀済 ���� 
亡コ　　＝　＝ 

志 �一般の部 （ルアー部門） �一般の部 （フライ部門） �レディース・ ジュニアの部 （ルアー部門） �レディース・ ジュニアの部 （フライ部門） �lコ＿ ㌦細麗粗忽 ドを名し目 チ釣が永まを島 ヤり参豊し迎牧 

1位 �佐々木昌人（恵庭市） �柳坂博明（室蘭市） �新田育子（札幌市） �鈴木芳香（札幌市） 
（63．0cm十3，600g） �（70．0cm＋3，580g） �（∠11．0cm＋620g） �（59．0cm＋2，390g） 

2位 �岡　貞光（札幌市） �富樫秀人（札幌市） � �青山澄恵（札幌市） 
（60．0cm＋2，500g） �（68．0cm＋3，530g） ��（55．Ocnl＋1，800g） �ン上加生たえ村 ピげし活0たの 】 】 ダト lと lて 仝3，髪㌫墓 

3位 �須山直之（江差町） （57．0cm＋2，360g） �栗栖一朗（当別町） （70．0cm＋3．300g） � �鈴木林子（北見市） （56．0cm＋1，640g） 

4位 �清水慶介（札幌市） （59．0cm＋2，300g） �五十嵐誉（北広島市） （65．5cm＋3，250g） �く慧＿二・ぶ 

5位 �北島正則（夕張市） �大場道雄（札幌市） 
（59．0cm＋2，100g） �（65．0cm＋3，200g） �：ごミ■■攣 ダJ �票F－‾‾ ．二・票 

6位 �中本茂樹（千歳市） （57．0cm＋1．840g） �小松徳人（札幌市） （64．0cm十3，120g） 

7位 �登石守（札幌市） （52．0cm＋1，540g） �中村博（長万部町） （66．0cm＋3，000g） 

ん6交　3し が0流　月、 

8位 �奥田直人（札幌市） �原田消之（恵庭市） �三・．戎 ・－ぴ・ �・ど・妻子声 量．㌔乙真一‾‾‘‾ 
（51．5cm＋1，500g） �（64．0cm＋2，940g） ���見0会19今 事gに日年 グのはでで ラ大’終16 ン物84了回 

9位 � �工藤秀之（室蘭市） （66．0cm＋2，850g） ��賢さ言．… 

10位 � �梅雨小僧（小樽市） （63．0cm＋2．800g） � �■■．黒＿ ▲「パパ、やったね！！」喜びの佐々木 さん親子 

平
成
1
7
年
摩
南
後
志
少
年

柔
遠
大
喜
兼
「
社
明
遷

勤
」
少
年
柔
遠
大
凸
⊂

さ
る
2
月
2
6
日
、
平
成
1
7
年
度
南
後
志
少
年
柔
道

大
会
兼
　
「
社
明
運
動
」
　
少
年
柔
道
大
会
が
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
近
隣
4
町
村
か
ら
選
手
約
6
0
名
が
参

加。
会
場
か
ら
の
大
き
な
拍
手
や
声
援
を
う
げ
、
白
熱

し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
。



○　転入された先生

【島牧小学校】
教諭　大谷　貿也

教諭　池田　亜巣

教諭　落宰　公人

【島牧中学校】
教頭　小友　和法
教諭　金子　三象

教諭　早坂　光平

（浦河町立浦河小学校）
（倶知安町立倶知安小学校）
（期限付採用）

（小樽市立西陵中学校）
（寿都町立寿都中学校）
（期限付採用）

○　転出された先生

【島牧小学校】
教諭　本間　拓喜　（共和町立共和中学校）
教諭　工藤　多華子（小樽市立桜小学校）
退職　西川　大介

【島牧中学校】
教頭　菊地　　勉　（仁木町立仁木中学校）

教諭　代永　　研　（赤井川村立赤井川中学校）
教諭　芳村　晋簡　（積丹町立英国中学校）

▼　出納課長を兼ねる　　　　　　北島　一（総務経済部長）

▼　岩内寿都地方消防組合へ派遣　笹谷勝博（出納課長）

▼　教育委員会次長

▼　農業委員会事務局長

兼水産農林課主幹

▼　建設水道課主幹

▼　健康福祉課保健指導係長

▼　建設水道諌施設係長

▼　教育委員会学務管理係長

▼　住民課税務係主任

▼　水産農林課農林係主任

▼　総務課財政係主任

▼　住民課住民係

度目の疎㈲勤窃

島牧駐在所長（警部補）

古崎　和俊（54歳）
小樽市出身

「議「 呈

■」 l； �：≡∋♂＿腫 �－、⊥■ニ　● � �：雛 

；≦活綱妬き窮君漂狩 �� �〆1上、 小ヽヤー くく1 �了、誓栄蒜 

鶴間裕康（農業委員会事務局長

兼水産農林課主幹）

八戸幸雄（水産農林課主幹）

三味　洋（教育委員学務管理係長）

小川英俊（建設水道課施設係長）

田中勝義（健康福祉課保健指導係長）

石塚雅尚（総務課財政係主任）

伊藤　学（建設水道課土木係主任兼

施設係主任）

中山貴浩（住民課住民係主任）

永島茂雄（住民課税務係）

石井朋美（健康福祉課介護保険係兼

在宅介護支援係）

4月1日付（）は異動前

新
し
い
駐
在
さ
ん
で
す
よ
ろ
し
く

固
風
に
な
り
ま
し
た

3
月
3
1
日
退
職

村
山
輿
志
夫
　
（
島
牧
診
療
所
長
）

吉
野
　
武
美
（
総
務
課
総
務
係
専
門
員
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
　
（
4

月
6
日
～
4
月
1
5
日
）
　
初
日
の
6

日
、
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
7
日
に
は
消
防
支
署
前

で
街
頭
啓
発
を
実
施
し
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
安
全
運
転
、
ス
ピ
ー
ド
ダ

ウ
ン
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

腎
炭
真
影
覿
警
盈
琶

堕
雷
親
鸞
雪



（霊笠）

『気分障害とつきあう方法』

健康通億

●不正校合・顎関節症セルフチェック

あごが小さい

口を閉じたとき、あごの先に梅干し状のしわができる

口を開けたり閉じたりするとき、

耳の下にある関節を押すと痛い

チェック表の中であてはまる項目がひとつでもある場合は、歯医者さんに早めに相談しましよう。

う
つ
病
や
そ
う
う
つ
病
の
こ
と
を
ま
と
め
て
　
「
気

分
障
害
」
　
と
い
い
ま
す
。
一
度
だ
け
の
う
つ
病
は
さ

て
お
き
、
問
題
は
何
度
も
繰
り
返
す
場
合
で
、
　
「
そ

う
の
時
期
」
　
と
　
「
う
つ
の
時
期
」
　
が
繰
り
返
す
状
態

に
あ
る
こ
と
で
す
。

気
分
障
害
が
あ
っ
て
も
生
活
の
質
を
損
な
わ
な
い

よ
う
に
暮
ら
す
に
は
必
要
最
小
限
の
服
薬
と
、
一
番

大
事
な
こ
と
は
　
「
自
分
の
状
態
を
知
る
」
　
こ
と
で

す
。
自
分
で
　
「
う
つ
に
な
り
か
け
だ
な
」
　
「
そ
う
に

な
り
か
け
だ
な
」
　
と
早
め
に
わ
か
れ
ば
、
そ
の
波
が

大
き
く
な
ら
な
い
う
ち
に
仕
事
を
休
む
、
家
事
の
手

抜
き
を
す
る
な
ど
　
「
自
分
の
サ
ジ
加
減
」
　
で
対
処
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ご
家
族
は
自
分
達
だ
け
で
背
負
い
込
む
と

今
度
は
ご
家
族
自
身
も
病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

か
ら
、
医
師
や
保
健
師
な
ど
に
話
し
を
し
た
り
、
同

じ
よ
う
な
立
場
に
あ
る
家
族
の
人
と
話
を
す
る
な
ど

し
て
、
重
い
荷
を
お
ろ
す
と
い
う
対
処
方
法
も
必
要

です。特
に
季
節
の
変
わ
り
目
に
は
、
ご
本
人
も
ご
家
族

の
方
々
も
自
分
を
大
事
に
す
る
こ
と
を
心
が
け
、

「
自
分
の
サ
ジ
加
減
」
　
で
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

不
正
噴
合

顎
関
節
症

歯
並
び
が
ふ
ぞ
ろ
い
で
あ
る

た
め
に
、
上
下
の
歯
の
か
み
合

わ
せ
が
き
ち
ん
と
い
か
な
い
状

態
で
す
。
そ
の
原
因
は
遺
伝
的
要
素
が

大
き
い
ほ
か
、
不
十
分
な
あ
ご

の
発
達
、
歯
の
生
え
方
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

あ
ご
を
動
か
し
た
時
に
カ
ク

カ
ク
と
鳴
る
、
痛
み
が
あ
る
、

口
が
聞
き
に
く
い
と
い
っ
た
関

節
の
異
常
を
総
称
し
て
顎
関
節

症
と
い
い
ま
す
。

は
っ
き
り
と
し
た
原
因
は
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
不
正
嘆

合
、
硬
い
食
べ
物
を
か
む
、
大

き
な
あ
く
び
の
ほ
か
、
ス
ト
レ

ス
も
関
連
し
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

に

ン

る

ペ

　

、

る

が

閤

ヨ

す

す

り

す

症

の

シ

を

の

た

り

師

周
知
離
乳
如
胱
闘
乳

と

、

な

円

く

ず

、

ま

顎

し

う

衝

悪

が

で

り

上

置

よ

間

が

遭

と

こ

位

の

「

り

位

こ

起顔



書

くらしのガイド
役　　　場　　　　　　75－6211

総合福祉医療センター　75－6001

（健康福祉課）

弁護士絹読 
5月15日（月）・16日（火） 

5月30日（火）・31日（水） 

6月12日（月）・13日（火） 

初回の相談は無料 

事前予約制 

予約受付時間10時～16時 

電話　0135－62－8373 

場所／岩内町高台84－3 

（佐藤精肉店となり） 

弓鱒戸

高田　哲二さん
（字永豊町）

中村　三郎さん
（字栄磯）

保険料は忘れずに納めましょう

春季「ヒグマ注意特別月間」
4月8日～5月14日

山菜採り、渓流釣りなどで山に

入る場合は、クマとの事故をなく

すため、次のことに注意しましょ

う。

☆目立つ服装をし、単独では行動

しない。

☆薄暗い時間には山に入らない。

☆鈴やラジオを携帯するなど、音

を出して自分の存在を知らせる。

☆弁当の容器などのゴミはクマを

寄せることになるので必ず持ち帰

りましょう。

（水産農林課農林係）

事
故
の
な
い
山
菜
探
り
を

労
働
保
険
年
度
更
新
の
手
続

き
は
正
し
く
お
早
め
に
！

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

3
月
9
日
に
満
8
8
歳
を
迎
え
ら

れ
た
高
田
哲
二
さ
ん
と
3
月
2
4
日

に
同
じ
く
満
8
8
歳
を
迎
え
ら
れ
た

中
村
三
郎
さ
ん
に
村
か
ら
長
寿
者

慶
祝
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

労
働
保
険
年
度
更
新
の
手
続
き

は
、
平
成
1
7
年
度
確
定
保
険
料
な

ら
び
に
平
成
1
8
年
度
の
概
算
保
険

料
を
5
月
2
2
日
ま
で
に
申
告
・
納

付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す。
次
の
日
程
で
　
「
集
合
収
集
」

（
申
告
書
作
成
指
導
、
保
険
料
納

付
相
談
）
　
を
行
い
ま
す
の
で
最
寄

り
の
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
日
時
　
平
成
1
8
年
5
月
1
5
日
㈲

1
3
時
～
1
6
時

・
場
所
　
寿
都
商
工
会

・
日
時
　
平
成
1
8
年
5
月
1
6
日
的

9
時
～
日
時

・
場
所
　
黒
松
内
町
商
工
会

【問合せ】

小
樽
労
働
基
準
監
督
署

倶
知
安
支
署
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今
年
は
、
例
年
に
比
べ
積
雪
量

が
多
く
、
雪
解
け
の
遅
れ
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
連
日
暖
か
い
日

が
続
き
草
木
の
芽
が
ふ
く
ら
み
始

め
る
と
、
も
う
す
ぐ
山
菜
採
り
シ

ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
す
。

近
年
の
健
康
ブ
ー
ム
で
野
山
を

歩
き
、
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
や

竹
の
子
な
ど
の
新
鮮
な
山
菜
探
り

を
楽
し
む
人
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
緩
み
で

大
事
故
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す。
山
菜
探
り
を
す
る
人
は
次
の
こ

と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
行
動
を
家
族
に
伝
え
て
お
く

●
天
候
（
特
に
霧
）
に
注
意
す
る

●
携
帯
電
話
、
笛
、
ラ
ジ
オ
を
持
つ

●
複
数
で
行
動
す
る

●
目
立
つ
服
装
を
す
る
（
赤
や
黄

色）●
水
や
食
料
を
持
っ
て
い
く

学
生
の
方
で
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
…

－
学
生
納
付
特
例
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
ー

学
生
の
方
は
、
本
人
の
前
年

所
得
が
1
1
8
万
円
＋
扶
養
親

族
等
の
数
×
3
8
万
円
以
下
で
あ

れ
ば
、
申
請
し
て
承
認
を
受
け

る
と
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料

の
納
付
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で

き
る
　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
期
間
中
に
、

万
が
一
、
事
故
や
病
気
で
障
害

が
残
っ
た
場
合
に
は
、
障
害
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
老

後
の
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資

格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す

が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
満
額
の
年
金
を
受

け
取
る
た
め
に
1
0
年
以
内
に
あ

と
か
ら
納
め
る
こ
と
　
（
追
納
）

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

な
お
、
学
生
納
付
特
例
の
承

認
期
間
は
、
1
8
年
4
月
か
ら
柑

年
3
月
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
住
所
地
の
市
区
町
村
役

場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
へ
年

金
手
帳
・
学
生
証
を
持
参
の
う

え
届
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

小
樽
社
会
保
険
事
務
所
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01，000，000円
（小中学校備品購入として）
島牧開発株式会社
代表取締役　河　上　勝　様

0　　300，000円

（地域振興基金として）
寿都生コン株式会社
代表取締役　和田
代表取締役　佐々木

＿乱翫鹿島集＿

応募資格

・20歳以上26歳未満（22

幹部候補生　　歳未満の方は大卒（見
（一般・技術〉　込）、大学院修士課程

修了者は28歳未満〉

受付期限　5月12日也まで
問合せ先　自衛隊倶知安募集事務所

℡　0136－23－3540

土
地
・
家
屋
を

確
認
し
ま
し
ょ
う

春
の
全
道
火
災

予
防
運
動
実
施
中

広
報
「
ほ
っ
か
い
ど
う
」
が

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

「
北
海
道
国
民
保
護
計
画
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た

自
分
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額

な
ど
が
税
務
係
で
縦
覧
で
き
ま

す。
縦
覧
で
き
る
方
は
、
村
内
に
所

在
す
る
土
地
、
家
屋
の
固
定
資
産

税
納
税
者
と
家
族
な
ど
の
代
理
権

を
有
す
る
方
で
す
。

1
年
に
1
度
は
所
有
物
の
確
認

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
縦
覧

期
間
は
5
月
3
1
日
ま
で
で
す
。

○
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
本
人
所
有
以
外
の
評
価
内
容
な

ど
は
、
説
明
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さい。

○
記
載
事
項
の
コ
ピ
ー
は
で
き
ま

せ
ん
が
メ
モ
す
る
こ
と
は
で
き

ま
す
。

（
住
民
課
税
務
係
）

統
一
標
語

「
あ
な
た
で
す
　
火
の
あ
る

く
ら
し
の
見
は
り
役
」

4
月
2
0
日
㈹
～
4
月
3
0
日
㈱

こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
強

風
が
吹
く
な
ど
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
で
す
。
日
頃
使
い
慣

れ
た
火
気
の
取
り
扱
い
を
、
火
災

予
防
運
動
を
通
じ
て
、
あ
ら
た
め

て
注
意
し
直
し
、
悲
惨
な
焼
死
事

故
や
貴
重
な
財
産
の
焼
失
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
2
0
日
か
ら
関
目
ま
で
午

前
7
時
と
午
後
7
時
か
ら
ほ
秒

間
、
啓
蒙
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま

す。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
消
防
島
牧
支
署
）

広
報
　
「
ほ
っ
か
い
ど
う
」
　
は
、

こ
れ
ま
で
の
冊
子
ス
タ
イ
ル
か
ら

タ
ブ
ロ
イ
ド
判
に
替
わ
り
、
発
行

回
数
が
年
2
回
か
ら
6
回
　
（
奇
数

月
発
行
）
　
に
増
え
ま
す
。
配
布
に

つ
い
て
は
、
新
聞
折
込
等
に
よ

り
、
皆
さ
ん
の
ご
自
宅
へ
お
届
け

し
ま
す
。
新
聞
を
取
ら
れ
て
い
な
い
方
な

ど
で
、
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
に

は
個
別
で
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

新
広
報
紙
　
「
は
っ
か
い
ど
う
」

第
1
号
は
、
5
月
1
日
発
行
予
定

で
す
。
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

聞
合
せ
先

北
海
道
広
報
広
聴
課

広
報
グ
ル
ー
プ
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平
成
1
6
年
9
月
、
国
民
保
護
法

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
国
民
保
護

と
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
外

国
か
ら
武
力
攻
撃
を
受
け
た
場
合

や
大
規
模
テ
ロ
等
が
発
生
し
た
場

合
に
、
国
や
道
、
市
町
村
等
が
住

民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保

護
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

道
で
は
、
万
が
二
　
こ
う
し
た

事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
住
民
の

避
難
や
、
被
害
の
最
小
化
な
ど
を

行
う
た
め
の
　
「
北
海
道
国
民
保
護

計
画
」
　
を
本
年
1
月
に
策
定
し
ま

した。計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
道

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
国
民
保
護
計
画

を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
各
市
町
村

に
配
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
h
t
t
p
＼
＼
宅
竜
芦
p
r
e
f
」
・
一
〇
雰
a
i
d
O
J
p

＼
s
O
岳
u
＼
s
m
－
k
s
n
j
i
＼
i
コ
d
e
声
h
t
m
）

北
海
道
総
務
部
危
機
対
策
室

危
機
管
理
グ
ル
ー
プ

℡

0

1

1

－

2

3

1

－

4

1

1

1

5
月
3
1
日
は
自
動
車
税
の

納
期
限
で
す

自
動
車
税
は
4
月
1
日
現
在
で

自
動
車
を
お
持
ち
の
方
に
毎
年
納

め
て
い
た
だ
く
道
税
で
す
。

5
月
上
旬
に
納
税
通
知
書
が
発

送
さ
れ
ま
す
の
で
、
5
月
3
1
日

（
水
）
　
ま
で
に
納
税
を
お
願
い
し

ます。
後
志
支
庁
税
務
課
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2月16日～4月15日

（2月）

：去謂攣姦書霊簑諾総会
●　25日　交通安全協会中部支部総会

：26日　交通安全協会東部支部総会
・　　　社明運動「柔道大会」
l　　　　　（3月）

：2日　選挙管理委員会
－　4日　島牧村テレビ組合連合会総会

：9日　スポーツ表彰式
110日　第1回村議会定例会（16日～17日）
■　　　　婦人防火クラブ総会

：15日　恵牧中学校卒業式　例月出納検査
■19日　あめますダービー交流会

：　　交通安全協会西部支部総会
■　20日　詰牧小学校卒業式
■　25日　悪牧保育所卒園式

：　　　（4月）
・1日　島牧保育所入所式

：4日　教職員辞令交付式
■　6日　島牧小学校入学式
■　　　　交通安全パレード

：7日　島牧中学校入学式
・　　　街頭啓発

：8日　はまなす会総会
■13日　入札
■14日　例月出納検査
l

l
－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　■ll　－　－　■■　－　－　－　－　－

十∴十十∵賢小、当

Å　　ゎが家の

お殿様
∈ヨ巴巴J■

陣取　だ　　　たく　や

花的　拓弾くん
泊／花田輝樹・亜以さんの

お子さん
1　　（平成14年7月27日生）

体を動かして
遊ぶことが好き

ぎー1品を丁、諾力量
日、兄弟ケンカする

けどなんでもあ兄ち
やんと一緒がいいみた

い・・・・

これからも、元気でやさ

：しい子に育ってほしいと思います。
I

－　　n　　　わが家の

（輝樹・亜以さん）

1ノ′J‘巧ヽ＞ノ

蓋姦お殿様　ノー一一㌔

…嘉島責辞…
丹　りん

l　泊／桑野崇廣・のぞみさんの

l　　　　　　　　　　　お子さん

：　（平成14年8月2日生）

：活発で少し落ち着き
・かない所もありますか、

妹のめんどうをよく見て
くれるあ姉ちゃんです。
健康で思いやりのある子に

うごき育って一礼いです。（のぞみさん）

（2月16日～4月15日住民係受付分・敬称略）

暮おしあわせに
18．3．27　山田　　剛　‥…・泊

阪内　美樹　……　元町

繍たんじょう
おいかわ　　やまと

18．3．8　及川　大和　‥‥‥

（及川光輝・幸恵のお子さん）

18．3．28　佐々木　悠　‥‥‥

（佐々木一・由佳のお子さん）

攣おくやみ
18．2．17　本庄トミエ（90歳）

18．2．22　波多野泰子（58歳）

18．3．1　若山　ハル（73歳）

18．3．24　阿部　　奔（80歳）

元町
千走
原歌町
豊浜

18．4．10　吉田シズヱ（83歳）……　原歌町

（3月31日現在）

■人　口
2，068人（前月比△15人）

男：　994人（前月比△5人）
女：1，074人（前月比△10人）

翳世帯数
956戸（前月比十1戸）

苛箭語法594日達成

運 転 免 許 �…一般・違反講習 

5月16日（火）6月13日（火） 

葺一　般　者13：00～H：00 

坤輝寒了∵∵」違反　者14‥15～16‥15 

葦離酢薯聴発言サ亘 ��優良・初回講習 　5月19日（金）6月16日（金） 

優　良　者13：00～13：30 

初回更新者　＿l∠l：00～川：On 

；－′・ ��岩内自動車学校　0135－62－1328 八雲自動車学校　01376－3－2111 

5月11日（木）　5月18日（木） 

5月25日（木）　6月1日（木） 

6月8日（木）6月15日（木） 

盃しま �ま �1平成18年4～5月号苺発行／島牧村○編集／企画観光課企画振興係（TEL75－621－1内線3り L　No．472　〒0∠18－0621北海道島牧郡島牧村字泊83番地○印刷／株式会社総北海札幌支社 

自然環境へのやさしさを考え、

，．大豆インキを使用しています。

■
・
J

－　　　　　・－．　、．
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